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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上端に上方付勢状態で押し下げ可能にステム（１６）を突設させるともに、ステム（１
６）の押し下げにより収容液をステム（１６）の上端より噴出させる容器体（Ａ）と、
　容器体（Ａ）に嵌着させた肩カバー（Ｂ）と、
　ステム（１６）に嵌着させた噴射ヘッド（Ｄ）とを備え、
　肩カバー（Ｂ）は、ステム（１６）の一外方に位置する最高レベル位置（Ｈ）から漸次
下降してステム（１６）の他外方に位置する最低レベル位置（Ｌ）に至るように形成され
た通路（ｐ）を備えるとともに、容器体（Ａ）の傾倒により通路（ｐ）を移動するボール
（Ｃ）を備え、
　噴射ヘッド（Ｄ）は、ステム（１６）に縦筒（３３）の下端部を嵌着させて装着される
とともに、縦筒（３３）内と連通させた噴出口（３５）が開口されており、
　容器体（Ａ）を傾倒させた際にボール（Ｃ）が最低レベル位置（Ｌ）から最高レベル位
置（Ｈ）へ移動し、最高レベル位置（Ｈ）に於けるボール（Ｃ）が噴射ヘッド（Ｄ）の押
し下げを防止させることにより、ステム（１６）の押し下げが防止されるように構成した
エアゾール容器において、
　肩カバー（Ｂ）は、環状の頂板部（２０）裏面より垂設した嵌合筒部（２１）を容器体
（Ａ）の上端部外周に嵌合させて装着されており、
　頂板部（２０）の内周縁より垂設した案内筒部（２４）を外周壁（２５）としており、
かつ案内筒部（２４）下端縁より内方へ延設させた底壁（２６）の内周縁より内周壁（２
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７）が起立しており、
　上記通路（ｐ）は、それら外周壁（２５）、底壁（２６）、内周壁（２７）内に一体に
画成されたことを特徴とする、エアゾール容器。
【請求項２】
　通路（ｐ）が、ステム（１６）前方に最高レベル位置（Ｈ）を、ステム（１６）の後方
に最低レベル位置（Ｌ）をそれぞれ備え、最高レベル位置（Ｈ）からステム（１６）両側
を漸次下降して最低レベル位置（Ｌ）に至るように形成された平面視円弧状の凹溝状をな
すことを特徴とする、請求項１に記載のエアゾール容器。
【請求項３】
　通路（ｐ）が、ステム（１６）の前方に最高レベル位置（Ｈ）を、ステム（１６）の後
方の両側に第１最低レベル位置（Ｌ１）及び第２最低レベル位置（Ｌ２）の一対の最低レ
ベル位置（Ｌ）を備え、最高レベル位置（Ｈ）からステム（１６）両側を漸次下降して最
低レベル位置（Ｌ）に至るように形成された平面視円弧状の凹溝状をなしており、
　第１最低レベル位置（Ｌ１）と、第２最低レベル位置（Ｌ２）との間に噴射ヘッド（Ｄ
）の後部下面が当接する係止突部（２８）を設けた請求項１に記載のエアゾール容器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はエアゾール容器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　エアゾール容器として、上端にステムを突出した容器体と、ステムに嵌着した噴射ヘッ
ドとを備え、噴射ヘッドの押し下げにより容器体内の液が噴射ヘッドの噴出口より噴出さ
れる如く構成したものが種々提案されている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　従来のエアゾール容器は、容器体を傾けての収容液の噴出、或いは容器体を横倒しての
収容液の噴出、或いは容器体を倒立させての収容液の噴出等を行なっていると、ガスのみ
が噴射される場合が多くなり、最終的に収容液の残量が多くなってしまうという不具合が
あった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００７－１４５４１１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は上記した点に鑑みてなされたもので、容器体を傾けると液の噴出ができない構
造とし、その結果、上記した無駄なガスの噴射を防止することができ、収容液の残量を極
力減らして効率良く収容液の噴出を行える、据え置き正立状態での使用が好適なエアゾー
ル容器を提案する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　第１の手段として、以下の通り構成した。即ち、
　上端に上方付勢状態で押し下げ可能にステム１６を突設させるともに、ステム１６の押
し下げにより収容液をステム１６の上端より噴出させる容器体Ａと、
　容器体Ａに嵌着させた肩カバーＢと、
　ステム１６に嵌着させた噴射ヘッドＤとを備え、
　肩カバーＢは、ステム１６の一外方に位置する最高レベル位置Ｈから漸次下降してステ
ム１６の他外方に位置する最低レベル位置Ｌに至るように形成された通路ｐを備えるとと
もに、容器体Ａの傾倒により通路ｐを移動するボールＣを備え、
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　噴射ヘッドＤは、ステム１６に縦筒３３の下端部を嵌着させて装着されるとともに、縦
筒３３内と連通させた噴出口３５が開口されており、
　容器体Ａを傾倒させた際にボールＣが最低レベル位置Ｌから最高レベル位置Ｈへ移動し
、最高レベル位置Ｈに於けるボールＣが噴射ヘッドＤの押し下げを防止させることにより
、ステム１６の押し下げが防止されるように構成したエアゾール容器において、
　肩カバーＢは、環状の頂板部２０裏面より垂設した嵌合筒部２１を容器体Ａの上端部外
周に嵌合させて装着されており、
　頂板部２０の内周縁より垂設した案内筒部２４を外周壁２５としており、かつ案内筒部
２４下端縁より内方へ延設させた底壁２６の内周縁より内周壁２７が起立しており、
　上記通路ｐは、それら外周壁２５、底壁２６、内周壁２７内に一体に画成された。
【０００７】
　第２の手段として、以下の通り構成した。即ち、前記第１の手段に於いて、
　通路ｐが、ステム１６前方に最高レベル位置Ｈを、ステム１６の後方に最低レベル位置
Ｌをそれぞれ備え、最高レベル位置Ｈからステム１６両側を漸次下降して最低レベル位置
Ｌに至るように形成された平面視円弧状の凹溝状をなしている。
【０００８】
　第３の手段として、以下の通り構成した。即ち、前記第１の手段に於いて、
　通路ｐが、ステム１６の前方に最高レベル位置Ｈを、ステム１６の後方の両側に第１最
低レベル位置Ｌ１及び第２最低レベル位置Ｌ２の一対の最低レベル位置Ｌを備え、最高レ
ベル位置Ｈからステム１６両側を漸次下降して最低レベル位置Ｌに至るように形成された
平面視円弧状の凹溝状をなしており、第１最低レベル位置Ｌ１と、第２最低レベル位置Ｌ
２との間に噴射ヘッドＤの後部下面が当接する係止突部２８を設けた。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明のエアゾール容器は、肩カバーＢが、ステム１６の一外方に位置する最高レベル
位置Ｈから漸次下降してステム１６の他外方に位置する最低レベル位置Ｌに至る通路ｐを
備えるとともに、容器体Ａの傾倒により通路ｐを移動するボールＣを備えており、容器体
Ａを傾倒させた際にボールＣが最低レベル位置Ｌから最高レベル位置Ｈへ移動し、最高レ
ベル位置Ｈに於けるボールＣが、噴射ヘッドＤの押し下げを防止してステム１６の押し下
げを防止する。例えば、最高レベル位置Ｈに於けるボールＣに押し下げた噴射ヘッドＤの
下面が当接してステム１６の押し下げを防止するため、容器体Ａを傾倒した状態では液の
噴出を防止でき、その結果、無駄なガスの噴射を防止することができ、収容液の残量を極
力減らして効率良く収容液の噴出を行なえるという特徴を備えている。また、その様な理
由で、据え置き正立状態での使用を目的とする容器として好適である。
【００１１】
　通路ｐが、ステム１６前方に最高レベル位置Ｈを、ステム１６の後方に最低レベル位置
Ｌをそれぞれ備え、最高レベル位置Ｈからステム１６両側を漸次下降して最低レベル位置
Ｌに至る平面視円形状の凹溝状をなす場合には、最低レベル位置Ｌから最高レベル位置Ｈ
までに、ステム１６の両側を通る２通路形態を採っているため、容器体Ａの傾倒のあらゆ
る方向に対応して速やかに最低レベル位置Ｌから最高レベル位置ＨまでのボールＣの移動
が行なわれ、容器体Ａが傾いた状態でのステム１６の押し下げ防止をより確実に行なえる
特徴がある。
【００１２】
　通路ｐが、ステム１６の前方に最高レベル位置Ｈを、ステム１６の後方の両側に第１最
低レベル位置Ｌ１及び第２最低レベル位置Ｌ２の一対の最低レベル位置Ｌを備え、最高レ
ベル位置Ｈからステム１６両側を漸次下降して最低レベル位置Ｌに至る平面視円弧状の凹
溝状をなし、第１最低レベル位置Ｌ１と、第２最低レベル位置Ｌ２との間に噴射ヘッドＤ
の後部下面が当接する係止突部２８を設けた場合には、噴射ヘッドＤの横方向への傾倒を
防止して噴射ヘッドＤのやや前方への傾倒のみに規制し、噴射ヘッドＤの前方への傾倒の
際にステム１６を押し下げるため、ボールＣが最高レベル位置Ｈにある場合には噴射ヘッ
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ドＤの下面が確実にボールＣと当接してステム１６の押し下げを確実に防止する。
【００１３】
　肩カバーＢは、環状の頂板部２０裏面より垂設した嵌合筒部２１を容器体Ａの上端部外
周に嵌合させて装着し、頂板部２０の内周縁より垂設した案内筒部２４を外周壁２５とし
て併用し、案内筒部２４下端縁より内方へ延設した底壁２６の内周縁より内周壁２７を起
立し、これら外周壁２５、底壁２６、内周壁２７内に上記通路ｐを一体に画成した場合に
は、無駄のない効率の良い配置で、通路ｐを形成することができ、また、容器体Ａへの組
み付けも容易に行なえる利点もある。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】エアゾール容器の一部切欠き要部側面図である。（第１実施例）
【図２】エアゾール容器の噴出の際の一部切欠き要部側面図である。（第１実施例）
【図３】エアゾール容器の噴出の防止を説明する一部切欠き要部側面図である。（第１実
施例）
【図４】ボールの移動を説明する説明図である。（第１実施例）
【図５】エアゾール容器の一部切欠き要部側面図である。（第２実施例）
【図６】エアゾール容器の噴出の際の一部切欠き要部側面図である。（第２実施例）
【図７】エアゾール容器の噴出の防止を説明する一部切欠き要部側面図である。（第２実
施例）
【図８】ボールの移動を説明する説明図である。（第２実施例）
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明の実施例の形態を図面を参照して説明する。
【００１６】
　図１乃至図４はエアゾール容器の第１実施例を示し、図中１はエアゾール容器を示す。
エアゾール容器１は、容器体Ａと、肩カバーＢと、ボールＣと、噴射ヘッドＤとを備えて
いる。尚、説明の便宜上、図１に於いて、左方を前部、右方を後部、手前を右側部、奥方
を左側部として説明する。第２実施例の図５に於いても同様である。
【００１７】
　エアゾール容器１は、容器体Ａ内の液、例えば化粧料液を液状、或いは霧状、或いは泡
状として噴射ヘッドＤの噴出口３５より噴出する如く構成したものである。
【００１８】
　容器体Ａは、公知のエアゾール容器体が使用され、上端よりステムを、上方付勢状態で
押し込み可能に起立し、上方付勢力に抗してステムを押し込むことで、内蔵吐出弁が開弁
して、収納液がステム１６上端より噴出する公知機構を備えている。
【００１９】
　図示例に於ける容器体Ａは、筒状の胴部１０の上端より肩部１１を介して起立した口頸
部１２の上端開口を蓋板１３により閉塞しており、蓋板１３の周縁部を口頸部１２に巻き
締めして固定して、両者で環状突部１４を形成している。また、蓋板１３の中央部に一体
に起立した支持筒１５を貫通してステム１６を上方へ起立している。ステム１６は上方付
勢状態で押し込み可能に装着されており、図示しないが、容器体Ａ内にはステム１６の押
し込みにより開弁し、ステム１６の上昇により閉弁する押し下げ開弁式の吐出弁を内蔵し
ている。
【００２０】
　肩カバーＢは、外周縁部が陥没し、陥没部分以外の内方部分が内方へ傾斜上昇する環状
の頂板部２０を備え、頂板部２０の陥没部分内周縁部より垂設した嵌合筒部２１を容器体
Ａの環状突部１４外周に嵌合して容器体Ａに装着している。嵌合筒部２１の内周下端部に
は環状凹部を形成し、環状凹部内に周方向複数の係合リブ２２を等間隔に突設し、係合リ
ブ２２の下端部に突設した係合突条を、環状突部１４外周下部に形成された下向き段部に
係合させて上方への抜け出しを防止している。また、頂板部２０の外周縁より周壁部２３
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を垂設し、周壁部２３の下端を容器体Ａの肩部１１外周縁上に垂下している。更に、頂板
部２０の内周縁より案内筒部２４を垂設している。
【００２１】
　また、肩カバーＢは、前部の最高レベル位置Ｈから漸次後方へ下降する通路ｐをステム
１６外方に備えている。図示例に於いて通路ｐは、ステム１６の周囲に設けた、平面視円
形の凹溝で画成され、その底壁はステム１６前方中央部位置を最高レベル位置Ｈとし、ス
テム１６後方中央部位置を最低レベル位置Ｌとして、最高レベル位置Ｈから両側に漸次下
降してそれぞれ最低レベル位置Ｌに至る、２通路形態を採っている。具体的には、案内筒
部２４と併用した外周壁２５と、外周壁２５の下端縁より内方に延設した所定幅で、前部
より後方へ漸次下降する平面視円形の底壁２６と、底壁２６の内周縁より起立した内周壁
２７とで画成している。
【００２２】
　ボールＣは、容器体Ａの傾斜により通路ｐ内を移動する。従って、容器体Ａを通常の平
坦面位置に載置している場合、或いは水平な状態で保持している場合には、ボールＣは通
路の最低レベル位置Ｌに位置しており、容器体Ａを前方へ傾けることで、通路ｐの最高レ
ベル位置Ｈに移行する。
【００２３】
　噴射ヘッドＤは、周壁３０上端縁より頂壁３１を延設したケーシング３２を備え、ケー
シング３２内より突設した縦筒３３の下端部をステム１６の上端に嵌着して、容器体Ａに
装着している。ケーシング３２内に於いて、縦筒３３内と基端部を連通するノズル３４を
周壁３０を貫通してその前方へ突出し、先端に噴出口３５を開口している。
【００２４】
　上記の如く構成したエアゾール容器１を使用する場合について説明する。容器体Ａを水
平にもって、或いは水平載置面に載置した状態で、噴射ヘッドＤを押し下げると、図１或
いは図４（ａ）に示す如く、ボールＣは通路ｐの最低レベル位置Ｌにあるため噴射ヘッド
Ｄの下降が可能で、それに伴ってステム１６を押し下げ、図２に示す如く、容器体Ａ内の
吐出弁を開弁して加圧液がステム１６を介して噴出口３５より噴出される。噴射ヘッドＤ
の押圧を解除すれば、ステム１６が上方付勢力により上昇して吐出弁が閉弁され、それに
伴って噴射ヘッドＤが上昇して元の状態に戻る。
【００２５】
　また、容器体Ａを傾けた状態で保持したり、或いは倒立した状態で保持したりして、例
えば、図３及び図４（ｂ）に示す如く、ボールＣが最高レベル位置Ｈに移動してしまった
場合には、噴射ヘッドＤの下面がボールＣに当接して、噴射ヘッドＤの押し下げができな
くなる。尚、本発明に於いて、ボールＣが最高レベル位置Ｈに移動した際に、噴射ヘッド
Ｄの下面が必ずしもボールＣに当接していない場合であって、ボールＣと噴射ヘッドＤの
下面との間に若干の隙間があっても良く、要はボールＣの存在で噴射に必要なステム１６
の押し下げが防止されれば良い。この点に関しては以下の実施例も同様である。
【００２６】
　図５乃至図８はエアゾール容器の第２実施例を示し、本例では、実施例１に於いて、肩
カバーＢの構成が相違し、その他は実質的に実施例１と同様であるため、相違部分のみを
説明し、同一部分は同符号を付して説明を省略する。
【００２７】
　容器体Ａは第１実施例と同様である。
【００２８】
　肩カバーＢは、第１実施例と同様に、外周縁部が陥没し、陥没部分以外の内方部分が内
方へ傾斜上昇する環状の頂板部２０を備え、頂板部２０の陥没部分内周縁部より垂設した
嵌合筒部２１を容器体Ａの環状突部１４外周に嵌合して容器体Ａに装着している。嵌合筒
部２１の内周下端部には環状凹部を形成し、環状凹部内に周方向複数の係合リブ２２を等
間隔に突設し、係合リブ２２の下端部に突設した係合突条を、環状突部１４外周下部に形
成された下向き段部に係合させて上方への抜け出しを防止している。また、頂板部２０の
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外周縁より周壁部２３を垂設し、周壁部２３の下端を容器体Ａの肩部１１外周縁上に垂下
している。更に、頂板部２０の内周縁より案内筒部２４を垂設している。
【００２９】
　また、肩カバーＢは、第１実施例の場合と同様に、前部の最高レベル位置Ｈから漸次後
方へ下降する通路ｐをステム１６外方に備えている。本例に於ける通路ｐは、ステム１６
の周囲に設けた、平面視円弧状の凹溝で画成され、その底壁はステム１６前方中央部位置
を最高レベル位置Ｈとし、ステム１６後方両側位置を第１最低レベル位置Ｌ１、第２最低
レベル位置Ｌ２として、最高レベル位置Ｈから両側に漸次下降して第１最低レベル位置Ｌ
１或いは第２最低レベル位置Ｌ２に至る、２通路形態を採っている。換言すれば、平面視
円弧状の凹溝の中央部分が、ノズル３４の前方に位置し、平面視円弧状の凹溝の各端部が
ノズル３４の後方の両側に対象位置している。
【００３０】
　具体的には、案内筒部２４と併用した外周壁２５と、外周壁２５の下端縁より内方に延
設した所定幅で、前部より後方へ漸次下降する底壁２６と、底壁２６の内周縁より起立し
た内周壁２７と、案内筒部２４の後部中央を、断面逆Ｌ字状に、所定幅内方へ陥没させて
形成した係止突部２８の各側面２８ａと、で画成している。　　　　
【００３１】
　ボールＣは、容器体Ａの傾斜により通路ｐ内を移動する。従って、容器体Ａを通常の平
坦面位置に載置している場合、或いは水平な状態で保持している場合には、ボールＣは通
路の第１最低レベル位置Ｌ１か或いは第２最低レベル位置Ｌ２に位置しており、容器体Ａ
を前方へ傾けることで、通路ｐの最高レベル位置Ｈに移行する。
【００３２】
　噴射ヘッドＤは、第１実施例と同様形態であるが、周壁３０の後部下面が係止突部２８
の上面２８ｂに略当接状態となっている点で相違する。
【００３３】
　上記の如く構成したエアゾール容器１を使用する場合について説明する。容器体Ａを水
平にもって、或いは水平載置面に載置した状態で、噴射ヘッドＤを押し下げると、図５或
いは図８（ａ）に示す如く、ボールＣは、例えば、通路ｐの最低レベル位置Ｌである第１
最低レベル位置Ｌ１にあるため、噴射ヘッドＤの下降が可能で、図６に示す如く、ステム
１６を押し下げて容器体Ａ内の吐出弁を開弁し、加圧液をステム１６を介して噴出口３５
から噴出することが可能である。尚、この場合噴射ヘッドＤの押し下げに際し、噴射ヘッ
ドＤの周壁３０下面後部は係止突部２８の上面２８ｂに当接しており、噴射ヘッドＤが前
方へ傾く状態でステム１６を押し下げているが、ステム１６は若干の傾倒が可能に構成さ
れており、また、ステム１６の押し下げ幅が非常に小さいため、機能的には問題がない。
噴射ヘッドＤの押圧を解除すれば、ステム１６が上方付勢力により上昇して吐出弁が閉弁
され、それに伴って噴射ヘッドＤが上昇して元の状態に戻る。
【００３４】
　また、容器体Ａを傾けた状態で保持したり、或いは倒立した状態で保持したりして、例
えば、図７及び図８（ｂ）に示す如く、ボールＣが最高レベル位置Ｈに移動してしまった
場合には、ボールＣが噴射ヘッドＤの下面に当接して噴射ヘッドＤの押し下げを防止し、
ステム１６の押し下げができなくなる。尚、その際本例では、係止突部２８上面とボール
Ｃ上面は略同一平面上となり、従って、噴射ヘッドＤを押圧した際、噴射ヘッドＤの頂壁
３１のどの位置を押圧しても噴射ヘッドＤを押し下げることができない。
【符号の説明】
【００３５】
１：エアゾール容器
Ａ：容器体
１０…胴部、１１…肩部、１２…口頸部、１３…蓋板、１４…環状突部、１５…支持筒、
１６…ステム
Ｂ：肩カバー
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２０…頂板部、２１…嵌合筒部、２２…係合リブ、２３…周壁部、２４…案内筒部、
２５…外周壁、２６…底壁、２７…内周壁、２８…係止突部、２８ａ…側面、
２８ｂ…上面、ｐ…通路、Ｈ…最高レベル位置、Ｌ…最低レベル位置、
Ｌ１…第１最低レレベル位置、Ｌ２…第２最低レレベル位置
Ｃ：ボール
Ｄ：噴射ヘッド
３０…周壁、３１…頂壁、３２…ケーシング、３３…縦筒、３４…ノズル、
３５…噴出口

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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